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Ａ．目的
　平成⚒⚐年度よりメタボリックシドローム（以下メタ
ボ）に着目した特定健診・特定保健指導が導入され、⚑
年が経過した。特定保健指導では指導対象者本人が生活
習慣の課題（問題点）を意識し、改善していくことが重
要となる。食習慣は重要な生活習慣の⚑つであることか
ら、当事業団ではメタボの予防・改善につながると思わ
れる⚑⚐項目を食習慣質問として設定し、指導開始時と
⚖ヵ月後の終了時の⚒回調査している。特定保健指導の
評価基準である体重・腹囲の変化と食習慣質問の回答の
変化がどのように関係しているか検討したので報告する。
Ｂ．方法
①調査対象者
　平成⚒⚐年度に実施した特定保健指導「動機付け支援」
の指導対象者のうち、途中脱落せず平成⚒⚑年度⚖月上旬
までに終了し、指導開始時および⚖ヶ月後の評価時に
データが得られた⚔⚑⚐名（うち男性⚒⚔⚐名、女性⚑⚗⚐名）
を対象とした。
②調査方法
　特定保健指導開始時のアセスメントに用いる「生活に
ついての質問票」と終了時の評価に用いる「生活につい
ての質問票（⚖ヶ月後）」に食習慣質問を加えて回答を
得た。開始時は支援会場において支援対象者本人が記入
した。終了時は質問票を郵送にて配布・回収を行った。
③食習慣質問の概要
　メタボの予防・改善につながると思われる食習慣質問
⚑⚐項目を当事業団独自で設定し、それぞれの項目につい
ての実践度を⚕段階評価（「よく出来ている」…⚕、「ま
あまあよくできている」…⚔、「どちらともいえない」
…⚓、「あまりできていない」…⚒、「まったくできてい
ない」…⚑）で回答してもらった。
④解析方法
　各食習慣質問についての評価段階を点数化し、質問毎
に開始時と終了時の回答の点数が上昇している群（以下
上昇群）と点数に変化のなかった群（以下不変群）と点

数が下降している群（以下下降群）に分けて検討した。
尚、各食習慣質問の⚓群において年齢、開始時体重、開
始時腹囲に差があるかどうかについて、分散分析（一元
配置）を用いて確認した。
　また、各対象者の食習慣質問の回答点数の合計点を算
出し、その合計点についても同様に⚓群に分けた。食習
慣質問毎の⚓群の人数・年齢構成などを表⚑に示した。
　上記⚓群の体重、腹囲について分散分析（一元配置・
多重比較Tukey法）を用いて検討した。
Ｃ．結果
　各項目において分散分析を行ったところ、「腹八分目
にしている」と「甘味飲料・菓子類は食べない、または
適量にしている」の体重の変化量と「食習慣質問⚑⚐項目
の合計点」の体重の変化量に有意差が認められた。
　「腹八分目にしている」において上昇群は不変群およ
び下降群に比べ、有意（ｐ＜⚐．⚐⚑）に体重が減少してい
た。「甘味飲料・菓子類は食べない、または適量にして
いる」においては、上昇群が下降群に比べ、有意（ｐ＜
⚐．⚐⚑）に体重の減少があった。不変群も下降群に比べ有
意（ｐ＜⚐．⚐⚑）に体重の減少があった。「食習慣質問⚑⚐
項目の合計点」では上昇群は下降群に比べ有意（ｐ＜
⚐．⚐⚕）に体重が減少していた。また有意な差は認められ
なかったが、「アルコールは飲まない、または適正飲酒
にしている」「甘味飲料・菓子類は食べない、または適
量にしている」においての腹囲の変化量と「油っぽいも
のは控えている」「ゆっくりよくかんで食べる」におい
ての体重の変化量の群間の差は大きい結果になった。
Ｄ．考察
　「腹八分目にしている」の上昇群が不変群および下降
群に比べ体重の減少があったことから、食事全体の量を
控え、食べ過ぎないという意識を持ち実践することが体
重の減少につながることが伺える。また「甘味飲料・菓
子類は食べない、または適量にする」は上昇群・不変群
ともに下降群に比べ体重の減少があり、アルコールにつ
いての質問でも⚓群の腹囲の減少の差が考えられ、菓子
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25No. 1, 2009

類やアルコールなど嗜好食品の摂取について意識するこ
とも体重や腹囲減少へのポイントとなることが伺えた。
また「全体の合計点」の上昇群でも体重の減少が見られ
たため指導開始時に食習慣質問⚑⚐項目を回答することで、
本人がそれまでの食習慣について振り返りをすることが
できたと考えられる。その後すでに実践している食習慣
を継続し、尚かつ実践できていない食習慣を意識し、改
善することで有効な動機付けができたと考えられる。
Ｅ．まとめ

　今回の検討は全体的な流れをみるために動機付け支援
対象者を男女分けずに行ったが、対象者の性別や年代等
による違いについても今後検討する必要があると考え
る。特定保健指導の中でも介入の少ない動機付け支援の
対象者であったが今後は介入の多い積極的支援での検討
も進めて行きたい。
Ｆ．謝辞
　本研究を行うにあたりデータを利用させて頂いた皆様
に深謝いたします。

表⚑　食習慣質問項目の変化による各群間の比較
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